


これからが火災シーズン 最大限の注意が必要 

 

 

 

 

11 月９日（水）から 15 日（火）までの７日間、全国一斉に「秋の火災予防運動」が実施されましたが、火災

はこれからが最大の注意時期になります。 

 横浜市では、令和４年１月から９月末までに発生した 466 件の火災のうち、201 件（43.1％）が住宅火災とな

っており、５人の死者（放火自殺を除く。）が発生しました。 

死者５人のうち、２人は住宅用火災警報器が未設置（設置不明含む。）の世帯で発生しており、全員が 65 歳以

上の高齢者の方でした。 

また、令和４年９月末時点において、全火災及び住宅火災のうち、電気をエネルギーとする機器等が発火源と

なった火災（以下「電気火災」という。）が占める割合は、昨年同時期と比較し増加している【下図】ことに加え

て、住宅火災の出火原因は依然として「こんろ」が最多となっています。 

こうした状況を踏まえて、横浜市の火災予防運動では、火災の発生を感知していち早く居住者に知らせる住宅

用火災警報器の設置・維持管理（メンテナンス：家庭用火災報知器の寿命は 10 年）の呼びかけや高齢者の方を

対象とした防火対策の推進、「電気火災」「こんろ火災」を中心とした出火防止広報等を重点項目に定めています。 

 

水とトイレの備蓄を十分に！ 

災害が発生すると一番に困るのがトイレ、次に水です。食料はある程度普段食事をするのに冷蔵庫

や物置に蓄えがあるのが一般です。そこで改めてトイレ、水の備蓄がどれぐらい必要なのかまとめて

みました。 

先ずトイレですが、一日のトイレ回数が５回とすると、７日間分を備えるには「５回×７日＝35 回

分」となります。35 回に家族人数分が必要になります。二人家族だと 70 回分、４人家族だと 140 回

分になります。 

非常用トイレは、家庭の便器を利用したタイプ（右図参照）が多く見られます。猫用の凝固剤を使

う記事もありますが、便袋と凝固剤がセットになったタイプがいいのではないでしょうか。 

 

次に水ですが、一人が必要な水の量は一日３ℓ（飲料＋炊事等）と言われています。７日

間だと 21ℓ、二人家族だと 42ℓ、４人家族では 84ℓ必要です。水も使用期限がありますので、

なるべく長く備蓄できるのを選ぶと管理の手間が減ります。５年保存や７年保存、15 年保

存などの長期保存水が販売されています。一本２ℓボトル（炊事用）と 500ml ボトル（飲料

用）を揃えると用途によって使い分けが出来てよいようです。 

備蓄用の長期保存水のペットボトルは、通常のミネラルウォーターのペットボトルより

容器が厚いものが使われ、気体透過性が低くなっていることから、賞味期限が長く設定でき

ます。また、長期保存水のボトルを入れる段ボール箱は厚い物が使用され、箱の取手の切り

込みを作らないなど、異臭などの原因となる外気が入り込むのを防ぐための工夫がされています。因みに、ペットボトル容器のミネラルウォー

ターの賞味期限は、「水の賞味期限」ではなく、「表示された容量が確保できる期限」を示しています。 

備蓄量が結構多くなりますので、なるべく分散備蓄を心がけるとよいでしょう。一階と二階、二階と物置、あるいはマイカーなども備蓄場所

になります。普段から少し多めに買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足して、使いながら備蓄を心がける（ローリングストック方式）

ことはもちろんですが、賞味期限が切れたからと慌てて処分しないで、いざというときに役立ててください。 
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電気火災の推移（各年とも１～９月速報値）

住宅火災 住宅火災のうち電気火災 住宅火災のうち電気火災の割合 消防局予防課

https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/ 農林水産省家庭備蓄ポータルサイト 

備蓄のイメージ 


